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特 集　　　 北東アジアの非暴力平和を祈る

報告・済州教区、韓国イエズス会人権連帯センター共催 
第３回カンジョン平和会議

　2016年9月２日から４日、韓国済州島カン
ジョン村の聖フランシスコ平和センターを会場
に、「ともにいのちと平和へ」というテーマで
第3回カンジョン平和会議が開催されました。
　会議は、「平和のコミュニティーをつくる」

「教会と非暴力平和」「アジア平和教育」とい
う３つのセッションに分かれ、討議とワーク
ショップが行われました。
　以下、今回と次回、２回に分けて掲載するの
は、「教会と非暴力平和」セッションで行われ
た、韓国教会の過去と現在、非暴力平和の実現

のためにとるべき責任に関する報告の抄訳です。
韓国近現代社会は、日本の植民地支配、戦後の
朝鮮半島の分割といった極めて困難な政治状況
に置かれました。報告者は、そこで韓国教会が
とった立場を厳しく追及しています。しかしも
ちろん、その根源に、日本の帝国主義支配が
あったこと、日本の歴史的責任を、わたしたち
は忘れてはならないでしょう。
　済州島カンジョン村には2016年２月に竣工し
たばかりの韓国海軍基地があります。韓国カト
リック教会は、2011年の着工以来、教会をあげ
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てこの建設に反対してきました。その反対運動
は竣工後のいまも続いています。基地敷地内に
は韓国兵がミサに与るための韓国従軍教区フラ
ンシスコ聖堂が、平和会議の会場となった済州
教区聖フランシスコ平和センターと顔を突き合

わせるようにして建っています。二つの聖堂は、
くしくも同じ聖人から名付けられ、その配置は、
あたかも、韓国教会の置かれた複雑な様相を縮
図化しているかのようです。

抄訳　教会が福音の非暴力へと回心する道（前編）

−韓国カトリック教会を中心に−
	ハン·サンボン（韓国ドロシー ·デイ霊性センターコーディネーター）

　韓国社会は、カンジョン海軍基地の完成と
THAAD（高高度ミサイル防御システム）の配
備によって、北東アジアにおける、日、米、中、
露という大国の覇権争いに巻き込まれる危険性
がより高まった。韓国は、地理的に絶妙に、こ
れらの国に囲まれている。そして、世界唯一の
分断国家でもある。同盟国の戦争の犠牲になる
こともあるし、同時に世界平和のための働き手
になることもありうる、祝福と呪いが交差する
地なのだ。
　第二バチカン公会議で明らかにされたとお
り、教会が「イエス・キリストによる人類の救
いの秘跡」であるのなら、朝鮮半島は「世界平
和のための秘跡」と位置づけることもできよう。
THAADが配備されることになった星州(ソン
ジュ）とカンジョン海軍基地のある済州島は、
平和という問題にかかわる、朝鮮半島でも最も
切実な「平和のための秘跡」の地となった。済
州島はムン·ジョンヒョン神父をはじめ、韓国
カトリック教会の聖職者と修道者、平和活動家
が、平和の働き手になることを決意した現場で
ある。無力によって暴力的世界を救った「神の
平和」とは何なのかを確認し、 “世の中で、世
の中とは異なリながら”生きる教会の本質を再
確認する場なのである。

●正義の平和論−福音的非暴力
　2016年４月に教皇庁正義と平和評議会とパッ
クス・クリスティの主管で、ローマで開かれた
国際学術大会（ローマ会議）が「非暴力と正義

の平和」というテーマで開かれ、悪用される危
険が高い「戦争で戦争を防ぐ方法」を廃して、

「正義の平和論」に主力を注ぐことを要請した。
福音書は、一貫して「非暴力」の道を歩いてい
る。このような「福音的非暴力の抵抗」は消極
的でも、卑屈な態度でもなく、不正義の権力に
対抗する預言者的な声であり、「行動する愛の
力である」。会議は「非暴力」を教会が教義の
次元で扱うこと教皇に要請し、閉会した。
　韓国教会において「福音的非暴力」は、特に
1970年代以降今日まで、ずっと実践されてきた。
パク·チョンヒ独裁政権に対抗する民主化運動
と統一運動に始まり、最近の平和運動と労働運
動でも、変わらず「非暴力抵抗」が続いている。
特にムン・ジョンヒョン、ムン・ギュヒョン兄
弟神父とバク·チャンシン神父など、多くの聖
職者、修道者、信徒たちが「福音的非暴力」を
実行し、服役し、苦痛を受けた。彼らはイザヤ
書の伝える「主のしもべ」のように、苦しむ民
衆の解放のために働いて、彼らのように苦痛を
受け、十字架の上で死なれたキリストと運命を
共に分かちあった。
　特にカンジョン海軍基地と光化門で続いてい
る路上ミサを、カトリック労働者運動の創始者
であるドロシー・デイの孫娘マーサ・ヘネシー
は「聖体的抵抗」と絶賛した。
　このような韓国教会の「福音的非暴力」は、
純粋に第二バチカン公会議の成果と見なさなけ
ればならない。公会議以前までの韓国教会は、
他国の教会と同様、「正当な戦争論」の幻想に
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とらわれていた。それは、過った事例の一つと
して記録されることだろう。韓国教会のとった

「正当な戦争論」または「非福音的暴力」の態
度は、帝国主義と国家暴力の状況下に見いだす
ことができる。
　第２次世界大戦当時、ラテラン条約以降、
ローマ教会がファシズムに同調、または沈黙し
ていたのと同様に、韓国教会は帝国主義日本

（日帝）の侵略戦争に対して同調、または屈従
的沈黙で一貫していたのである。

●帝国主義戦争に動員された韓国教会
　当時の日帝は、1937年にドイツ、イタリアと

「共産主義に敵対する」防共協定を締結して日
中戦争で勝利しようと、朝鮮の皇国臣民化政策
を開始し、朝鮮人を戦争に動員するため、1938
年「朝鮮陸軍志願兵制度」まで作った。すると、
韓国教会の刊行物である『カトリック朝鮮』は
1938年から、『京郷雑誌』は1940年から、「皇国
臣民の叙事」の掲載を始めた。続いて、1938年
に組織された国民精神総動員連盟に明堂聖堂補
佐神父が参加し、教会を廻って、「殉教精神で
報国しよう」という時局講演を行った。1939
年、己亥（キヘ）殉教100周年記念「朝鮮カト
リック殉教者顕揚会」発足式では、「現在、帝
国では、興亜大業（アジアを復興させる課業）
を目標にして進む非常時局において...殉教精神
で日本に報国せよ！」という声明まで発表した。
1940年には、明洞聖堂で国民総力カトリックソ
ウル教区連盟を再結成し、1941年から毎月第1
週の主日を、「愛国主日」にすると決定し、神
社参拝に乗り出した。
　1942年３月、国民総力カトリックソウル教区
連盟は「大東亜戦争祈祷」を頒布し、信者たち
に、毎日、日本軍の勝利のために祈らせた。細
部の指針として、毎朝、日本の皇室と東洋の平
和のために祈り、夜には戦没将兵のために祈る
ことが規定された。このほか、毎週、皇軍の武
運長久のために祈り、毎月、勝戦のための祈願
祭を過ごし、特に大祝日ごとに、壮大な時局祈
願祭をするように指針を定めた。

　また、日帝の太平洋戦争をさらに実際的に支
援するために、「１人１銭・献金運動」を展開
して兵器を日本へ奉納した。そして1944年２月
８日には、国民総力朝鮮連盟の報道特別挺身隊
にカトリックソウル教区連盟が参加した。
　これと関連し、2009年に民族問題研究所が、

『親日人名辞典』を出版、カトリック信者７人
を親日人物として辞典に登録している。カト
リック以外は宗教別に、仏教54人、プロテスタ
ント51人、儒教41人、天道教29人である。ただ
し、カトリックの人物が最も少ない理由は、キ
ム·スンテ親日人名辞典編纂委員（当時）によ
ると、「これはカトリックの特性上、個人レベ
ルで親日行為を示した人より、教団レベルで親
日行動をとった」からである。 

　2010年夏、日韓強制併合100年を迎え、日本
カトリック司教協議会会長（当時）、池長潤大
司教が、平和旬間会長談話を発表し、「この歴
史の大切な節目に、私たちカトリック教会の責
任を含め、日本の植民地政策がどのようなもの
であったか、それが人々をどう傷つけてしまっ
たのかを真摯に振り返ることが大切です」とし、

「神の前に勇気を持って自らの過ちを認め、赦
しを請うことは自らを卑下することではなく、
かえってキリストが求める真の人間の姿に近づ
くことなのです」と述べた。
　日本と韓国のプロテスタント教会はシンポジ
ウムを開いて、「韓国併合100年 日・韓・在日
キリスト者共同宣言」を採択し、日本政府と国
会に、朝鮮に対する植民地支配の罪責を謝罪す
ることを促した。また、1923年の関東大震災
当時の朝鮮人虐殺と朝鮮人強制連行、強制労
働、日本軍の性奴隷として扱われた「慰安婦」
たちの真実と和解委員会を作り、補償法を制定
し、在日韓国・朝鮮人と子孫に永住権を確保し
て、国際人権規約が定める民族的少数者として
の地位と権利を保障するよう求めた。 
　韓国カトリック司教協議会は、2000年12月３
日付けで発表した「韓国カトリック会議2000年、
刷新と和解」という記事を通して、「私たちの
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教会は、列強の侵略と日帝の植民地統治により、
民族が痛みを受けた時期に教会の安寧を確保し
ようと、政教分離を理由に民族独立の先頭に立
つ信者を理解せず、時には制裁することもあっ
たことを残念に思う」というかたちで、簡単な
言及にとどめ、日本の侵略戦争に同調した事実
についての罪責告白はなかった。そして、ソウ
ル教区大司教のとった親日的行為について、ソ
ウル大司教区は「当時の彼の行動は、個人の私
的な利益のためにではなく、カトリック教会の
首長として、教会と信徒を守るための最低限の
行為だった」と弁明したのである。

●反共−国家主義に浸食された韓国教会
　殉教精神まで語って日帝の侵略戦争に同調し
ていた韓国の教会は、解放後、公的に米軍政府
と交渉して政治勢力化に乗り出した。これは、
日本による植民地統治時代に体質化された「国
家主義」が「反共主義」と絶妙に結合し、反共
親米政権創出に拍車をかけるものとなった。当
時、韓国で反共は親日行為に対する免罪符の役
割をした。当時の韓国教会は、反共思想闘争の
先鋒であることを自負していた。教会のこのよ
うな態度は「無神論の暴君に対する、信仰自
由守護の十字軍戦争」（『カトリック時事通信』、
1953.1.15）と規定され、朝鮮戦争期に強化され
た。
　当時の駐米大使は、米国のカトリック信徒た
ちに送信したメッセージで、朝鮮戦争は「反キ
リスト主義者と抗戦する戦争」とし、今回の戦
争は、「別種の宗教集団である共産主義者たち
が挑発した、神と教会に対する挑戦だ」と述
べた（『カトリック時事通信』、1950.11）。一方、
当時のソウル教区大司教は、1950年にローマ聖
年行事に出席するためイタリアとフランス訪問
中、戦争のニュースを聞き、「無神論的共産主
義がある限り、世界の平和は不可能である。こ
の思想を倒すために信者は決起せよ」と促し
た。 
　カトリック教会は共産主義を断罪し、教会の
メディアは「正当な戦争論」にもたれて、戦争

礼賛論を語った。当時の『カトリック時事通
信』の記事タイトルだけをざっと見ても、その
雰囲気をつかむことができる。

「青年学徒よ、軍隊に入れ」（1950.11.10）
「殺してしまえ、　殺してしまえ。サタンの隊列
を皆殺しにせよ」（1951.1.14）

「カトリック精神を基調とし、滅共救国の十字
軍になれ」（1951.3.20）

「戦わなければならない。戦って死ぬ恨みがあ
ろうとも戦わなければならない。共産党が生き
ている限り、私たちは生きることができないで
はないか」（1951.4.15）

「抹殺の信念を持ち、人より激しく敵を攻撃せ
よ」（1951.11.10）

　このような激昂した雰囲気の中で、1951年、
司教、神父などが集まって「韓国カトリック従
軍団」が創設された。戦争期、45人の神父が入
隊して活動し、1961年の秋季司教協議会は従軍
神父団を正式承認した。従軍神父団は、ベトナ
ム戦争派兵をきっかけにさらに拡大され、後に

「反共」を国是とする革命公約を掲げ、クーデ
ターで執権した、朴正煕軍事政権と韓国教会を
連結する足場の役割を担うことになったのであ
る。

（以下次号。以上、翻訳：仏生綾子、一部編
集：日本カトリック正義と平和協議会事務局）

カンジョン海軍基地内フランシスコ聖堂
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　1923年９月１日関東大震災は起きた。その
直後から流言飛語が流され、10日ほどの間に、
虐殺事件が起きた。
　今こそ振り返って、私たち自身の問題として
この事件にむきあう時ではないだろうか。虐殺
事件の被害者と遺族は在日韓国・朝鮮人として、
この日本で私たちとともに生活している。彼ら
は恐怖の記憶から今なお解放されていない。現
代のヘイトスピーチの暴力性は、こうした歴史
的背景の中で理解する必要があるように思う。
　
　さいたま・横浜・東京の三教区正義と平和協
議会は、合同で関東大震災時虐殺の現地訪問・
追悼を毎年行ってきた。今年は東京教区正義と
平和委員会主催で、千葉県の訪問を企画した。
８月27日、船橋、習志野、八千代の主要な現地
を参加者42名が訪ね追悼・巡礼を行った。

　千葉県には広範囲に証言と証拠現場が多く残
されている。40年にわたる地元の教職員を中心
に真相調査と追悼を行ってきた実行委員会の地
道な活動によって、証拠現場が発見された。

　長い間明らかにされず、地域では深く隠され
てきたでき事であった。千葉県における事件の
特徴は、日本軍が関与しながら、実際の虐殺は
地元の自警団にやらせていたという点にある。船
橋市の行田公園には「海軍無線塔」記念碑が残
されている。「船橋海軍無線電信所」は当時流言
飛語を全国に公式に伝えた所で、その役割は大
きい。「大地震で通信が途絶えた中、９月２日に
内務省に使いを出し、その伝令が持ち帰った電
文を９月３日朝全国へ打電した。さらに送信所
長は『無線所に朝鮮人が攻めてくる』と怯えて
地域の警防団に送信所の警戒を命じ武器を渡し
て『朝鮮人は殺してもいい』と言った。当時の
警防団長の証言である」。実行委員会資料より

　1923年当時、北総鉄道（現在の東武野田線）
の敷設工事に150人位の朝鮮人労働者が従事し、
沿線の飯場に居住していた。９月２日戒厳令が
出され戒厳軍が出動、９月３日一般朝鮮人の保
護目的で「陸軍習志野支鮮人収容所」が開設さ
れた。集められた朝鮮人は「思想のおかしい
の」が選り分けられ、憲兵に渡された。その後
軍隊は「くれるから取りに来い」と、殺させる
ためにそれぞれの自警団に渡していた。自警団
は事件にまきこまれ、加害者となっていくが軍
や憲兵に騙された被害者でもあったと言えよう。
その傷は深い。その子孫は今も苦悩の中にある。

　八千代市高津山観音寺で、習志野収容所から
連れてこられた６人が、境内の樹に縛られてい
た。その後“なぎの原”に連れて行かれ、殺され
た。６体の遺骨は1998年こぶしの樹の根元から
掘り起こされ、事件を証明していく事となった。
地域の旧住民と観音寺と実行委員会の三者合同
による慰霊祭がこのとき始まった。

　1985年韓国から慰霊の鐘と「普化鐘楼」が観
音寺に送られた。世界中にこの痛みが伝えられ
ますようにという祈りがこめられている。

　今年８月、韓国で初めての慰霊祭がソウル光
化門前で行われた。

　植民地時代に朝鮮半島で日本軍は、武器らし
い武器を持たない東学農民や義兵たちを不当に
虐殺した。征韓論という差別意識に基づいたこ
の植民地支配の歴史的背景の中で、関東大震災
時の虐殺も理解していかなければならない。

　加害者も被害者も解放されていく、真の和解
への道行きは、歴史の直視からしか始まらない
だろう。

関東大震災時の朝鮮人虐殺とは何か
	くじゅう のりこ（東京教区正義と平和委員会）
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　私は「脱植民地化」というキーワードでシマ
クトゥバ（琉球諸語）の研究をしている琉球人
だ。そして私は、私が沖縄の文脈において「植
民地主義」という言葉を用いることを快く思わ
ない人たちがたくさん、たくさん存在すること
を知っている。そもそも「植民地主義」とはど
ういう意味だろうか。大城尚子は次のように説
明している。
　「異民族によって征服及び支配、搾取が行わ
れ、集団間の支配・被支配の関係によって自己
決定権が阻害されている状況を指す。そして、
その地域に植民者が、その時々の一見普遍的
な価値をかかげながら『近代化』という口実で
もって、植民者の文化を被植民者へ押し付ける
行為を含んだものである。その押し付ける行為
のなかには、被植民者との対話がなく、一方的
に被植民者の将来的な決定がなされる。その結
果、利益の対立がおこり不調和が生まれる。」＊

　沖縄は植民地なのだろうか？　現状において
は沖縄が日本の植民地だと考えている日本人は
少数だ。実際のところ、私がアカデミアの場面
や平和運動の場面で「沖縄は日本の植民地だ」
と発言すると「朝鮮や台湾と琉球は同列でな
く植民地という見方をすべきではない」とか、

「沖縄が植民地だというのは言い過ぎだ、まる
で私たちが差別しているようではないか」との
お叱りを受けてきたし、新聞や雑誌などのイン
タビューでは、私の「植民地主義」という分析
は「まるで沖縄は植民地のようだ」という比喩
表現に変換されて書かれてきた。
　しかし沖縄の歴史に照らし合わせてみると、
1879年の琉球処分により独立国家であった琉球
国は併合され、沖縄的なもの、例えばシマク
トゥバやハヂチ（女性の手に施されていた刺
青）などは恥ずかしいもの、劣ったものである
とされ処罰の対象となり、名前は日本風になっ

た（私の名前で例えてみると、シマクトゥバで
「ウェーカー」と発音する「親川」は日本語読
みの「おやかわ」になった。ウシ、ウサ、カマ
ドなどの沖縄の女性の名は日本風に「志奈子」
など子をつけることが「標準」となっていった、
ちなみに私の母は敬子、祖母は富士子と美代子
だ）。戦前の同化政策や皇民化教育が徹底され、
戦後は人権を手に入れるため「立派な日本人に
なること」が奨励され復帰運動が行われた。ま
た、日本が中国へ宮古・八重山を引きわたすと
申し出た宮古・八重山分島問題（1881年）、本
土決戦の捨て石とも呼ばれ、県民の4人に一人
が戦死した沖縄戦（1945年）、沖縄を米軍に差
し出した天皇メッセージ（1947年）やサンフラ
ンシスコ講和条約（1951年）、密約による「復
帰」（1972年）、沖縄の漁場を台湾に譲る日台
漁業協定（2013年）、そして辺野古や高江への
新しい米軍基地建設と奄美、宮古、八重山、与
那国への自衛隊配備などなど、ざっと羅列して
みただけで大城が定義の中で使った「一方的に
被植民者の将来的な決定がなされる」というフ
レーズが沖縄の歴史にピタリと当てはまる。
　沖縄は植民地なのかをさらに探るため、今度
は「私たち琉球人はいつから日本人になったの
か」という問いを立ててみた。調べてみると、
これまでに二つ重要なやり取りがなされていた
のを見つけることができた。
　一つ目は1997年の参議院特別委員会、参議院
議員の照屋覚徳氏が「沖縄の人、ウチナーン
チュはいつから日本人になったんでしょうか」
との質問をし、政府担当者の「明治32年（1899
年）に旧国籍法が制定された。沖縄の方々はそ
の旧国籍法施行の前から一般に日本国籍を有す
るものとされていたというふうに承知してい
る」という返答したやり取り。二つ目は2006年
の臨時国会で、衆議院議員の鈴木宗男氏が「政

シリーズ　沖縄を知り、祈り、行動するために…　第2回
植民地主義と沖縄
	 親川志奈子（沖縄大学非常勤講師）
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府は、明治維新の時点で琉球王国が日本国の不
可分の一部を構成していたと認識しているか」
と尋ね、政府側は「確定的なことを述べるのは
困難であるが、遅くとも明治初期の琉球藩の設
置及びこれに続く沖縄県の設置の時には日本国
の一部であったことは確か」と答えたやり取り
だ。つまり、私たち琉球人はいつから日本の国
民国家に含まれるようになったのかという問い
に対し、日本政府は「明確な答弁はできなかっ
た」ということだ。

　沖縄は植民地なのか、そうでないのか、そこ
を曖昧にすることで日本政府は沖縄の現在の状
態を作り出したと言えるのではないだろうか。
そして日本政府を作ったのは他の誰でもなく日
本人だ。日本人は植民者としての当事者性が圧
倒的に欠如している、と私は感じている。それ
は何も沖縄だけの話ではない、アジア、太平洋
で日本が何をしてきたかという過去に対する反
省と検証は十分に行われてこなかったし、学校
教育の中で教えられたこともない。今日では

「過去の植民地支配の良い面を認めるべきだ」
という主張さえ現れ始めている。
　もちろん、日本でもポストコロニアル研究が
行われ、平和憲法の精神が生かされ平和運動が
積極的に行われてきた。しかしながら、それら
とて日本人が過去と向き合うことに繋がらな
かったのではないかと疑わざるをえない。被植
民者の運動を支援し寄り添うということをゴー
ルに設定している間は、植民地主義に終止符を
打つことはできない。それらは、例えば沖縄か
ら発せられる「県外移設論」に対する評価から
読み取ることができる。
　冒頭で植民地主義を語ることを快く思わない
人がいると書いたが、例えば「沖縄の生の声を
聞かせてください」という問いに「琉球処分か
ら現在に至るまでの歴史を振り返ると、これは
植民地主義の問題ではないか。普天間基地の代
わりに辺野古に新しい基地を作るというのは基
地強化でしかない、返還ではなく移設だという
のが日本人の声なら、県内移設ではなく県外移

設してはどうか、基地は日本で引き取って欲し
い」と話すと「私たちに迷惑施設を押し付ける
んですか、日本で米兵による犯罪が起こっても
いいのですか」「私たちはこんなに沖縄の問題
に関心を寄せているのに。これからは支援でき
なくなりますよ」という意見が必ず寄せられる。
　ここで見られるのはとても興味深い日本人心
理だ、そう、いつの間にか琉球人が加害者とし
て扱われたり、「寄り添っている」と自負する
日本人が恫喝を始めたりするのだ。ここで欠落
しているのはやはり「脱植民地化」という視点
ではないか。脱植民地化とは過去の不正義に端
を発して現在まで続く被人道的な植民地主義を
双方が脱ぎ捨てていく行為だ。そのためには双
方が望むと望まざるとに関わらず与えられた立
場を自覚する必要がある。しばしば、被植民者
である琉球人は「善」で植民者である日本人
が「悪」だと勘違いし憤慨する人たちがいるが、
決してそういう話ではない。日本人が「悪」な
のではなく植民地主義が「悪」なのだ、だから
こそ日本人は植民地主義を脱ぎ捨て未来の日本
人のためにも抑圧者であることをやめる必要が
あると私は考える。翁長雄志沖縄県知事が「イ
デオロギーよりアイデンティティ」というス
ローガンで選挙を制した事実は、ついに私たち
琉球人も被植民者であることをやめるためのス
タート地点に立ったということだ。
　もちろん、県外移設や基地引き取りが脱植民
地化のための唯一のプロセスだと言い切るつも
りはない。しかし高橋哲哉氏が指摘する通り、
日米安保を支持し歴史的に沖縄に基地を押し付
けてきたのは、他の誰でもない日本人である、
その現実と向き合い沖縄から聞こえてくる耳障
りであろう「基地はヤマトへ」の声を一度聞い
てみてほしい。私たちが植民地主義と向き合う
チャンスは、軍靴の音が聞こえてきそうな現在
の日本においてこそ意味を持つのではないか。

注：大城尚子「沖縄における植民地主義支配の系譜」
（2011年９月９日　第1回 複雑系科学シンポジウ
ム　於大阪大学
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　北朝鮮の核実験や衛星発射をめぐる対立構
図などにより、冷戦終結から四半世紀たつ今
も、北東アジアでは軍事的な緊張と対立が続い
ている。1950年に始まった朝鮮戦争は、1953年
の朝鮮戦争停戦協定があるだけで、今も終わっ
てはいない。1995年に欧州安全保障協力機構

（OSCE）ができている欧州と比べ、北東アジ
アでは冷戦構造が続いている。
　この構図をどうなくしていくのかこそ、北東
アジアにおける最大の外交的課題である。驚く
べきことに安倍政権の安保・防衛政策は、それ
に対して全く打つ手を有していない。安倍政権
は、こうした軍事緊張を前提として、集団的自
衛権行使の容認を含む戦争法ともいうべき安保
法制を施行させた。これは、日米同盟の強化を
柱としたもので軍事的緊張を高め、冷戦構造を
より深刻化させる役割しか果たさない。求めら
れているのは全く逆のことで、不信と対立の悪
循環から抜け出すための、対話と協調による包
括的な「平和のビジョン」である。その一つの
答えが、北東アジア非核兵器地帯を柱とした包
括的な平和の仕組みをつくることである。

●非核兵器地帯とは？
　非核兵器地帯とは、地帯内の国家間で結ばれ
た条約により、核兵器の開発、製造、取得など
が禁止された地域のことである。加えて地帯内
の国家に対する核兵器国による核兵器の使用や
威嚇を禁止している点で、これは消極的安全保
証と呼ばれる。非核兵器地帯は、上記２つの要
件を備えた国際的な法制度である。非核兵器地
帯は、軍事力による「核の傘」ではなく、軍事
力によらない「非核の傘」で人々の安全と平和

を守ろうという努力の一つである。この条約は、
地球上には１万５千発を超える核兵器が存在し
ていても、地域的に核兵器が存在しない状態を
生みだす力を有している。現在、世界には５つ
の非核兵器地帯があり、南半球のほぼすべての
陸地はすでに非核兵器地帯である。2009年には
中央アジア非核兵器地帯条約が発効し、北半球
へ拡がった（図１）。
　現存する非核兵器地帯は、どれも最初の提案
から10 〜 30年ほどの長い時間をかけて、地域
国間での対話や交渉を継続する中で、困難な問
題を乗り超えながら実現されてきた。非核兵器
地帯の大切な特徴は、条約ができてゴールと
なるのではなく、条約を作る過程、更には条
約ができることで、地帯内の諸国家における
友好・信頼関係の強化・促進に向けた枠組み
を構築できることにある。最初の非核兵器地
帯を創設したラテンアメリカ・カリブ諸国は、
2011年に「ラテンアメリカ・カリブ諸国共同
体（CELAC）」を創設するに至った。その際に
も、非核兵器地帯条約が地域間の信頼醸成や協
調的な関係の構築に非常に貢献したとされてい
る。非核兵器地帯は、地域諸国の対話の枠組み

北東アジア非核兵器地帯構想
―日本が核抑止策から抜け出すことが今、求められている―
2016年2月12日、「私たち日本の宗教者は、日本が『核の傘』依存を止め、北東アジア非核兵器地帯の設立に向か
うことを求めます」と題する声明が、髙見三明長崎教区大司教を始め４名の宗教者の連名で発表されました。この
声明の核となる「北東アジア非核兵器地帯」構想とはどんなものなのでしょうか。

	湯浅一郎（NPO法人 ピースデポ）

図1　現存する世界の非核兵器地帯
色の濃い箇所が非核武装地帯
http://www.nonproliferation.org/african-nuclear-weapon-free-
zone-enters-into-force/より引用



JP通信 VOL.200  2016 OCT.9　9

を作ることにも貢献する、現実的プロセスなの
である。
　現在、北東アジア、中東、南アジア、北極な
どで、新たな非核兵器地帯を生み出す努力が続
いている。世界的に核軍縮の機運が高まってい
る今こそ、「非核の傘」に向かう、地域発のビ
ジョンと行動がますます重要となっている。 

●北東アジア非核兵器地帯構想とは？
　北東アジア非核兵器地帯について国レベルで
の提案がされたことはないが、NGOがさまざ
まな提案を試みてきた。良く知られているのが

「スリー・プラス・スリー」構想で、ピースデ
ポなど日韓NGOが提唱し、平和首長会議、日
本非核宣言自治体協議会（以下、非核協）、元
米政府高官なども支持している。日本、韓国、
北朝鮮の三カ国が非核兵器地帯を作り、周りの
核兵器国（米国、ロシア、中国）が、核兵器に
よる攻撃も威嚇もしないことを約束する（消極
的安全保証）という案である（図２）。
　2009年から日韓NGOが呼びかけ、平和首長
会議と非核協が協力して広げてきた「北東アジ
ア非核兵器地帯化を求める国際署名」は広範な
支持を得ている。これまでに国内の546自治体

（16年８月現在。全自治体の約30％）の首長が
賛同しており田上富久長崎市長（非核協会長）
らによって三度にわたり外務省に提出され、日
本政府として積極的に取り組むことを要請した。
また、同署名は、2014年４月、国連本部におい
て田上長崎市長および松井一實広島市長によっ
てパン・ギムン国連事務総長に提出された。
　この背景には、13年７月、国連事務総長の諮
問機関である国連軍縮諮問委員会が、核軍縮に
おける非核兵器地帯の役割に関する文書におい
て、「東北アジア非核兵器地帯の設立に向けた
適切な行動を検討すべきである」との画期的な
勧告を行ったことがある。さらに、15年４月24
日、非核地帯条約締約国会議の冒頭演説で、ア
ンゲラ・ケイン国連軍縮局高等代表が、期待さ
れる新たな非核兵器地帯の候補として３つが浮
かぶとした上で、真っ先に北東アジア非核兵器

地帯をあげている。
　このように、20年前からNGOが提唱してき
た北東アジア非核兵器地帯構想は、国連や政府
レベルにおいてもその必要性が言及されるよう
になってきている。実現に向け、今後さらなる
議論を加速するためには、自治体に加え日本国
内の他の社会領域に広げることが重要である。

●宗教界に広げたい非核兵器地帯支持の声
　こうした中で、2016年２月12日、「北東アジ
ア非核兵器地帯化を支持」する声を宗教界に広
げ、日本政府や国連などへ働きかけていくこと
を目指すキャンペーンが、以下の４人が呼びか
け人となって立ち上げられた。

小橋孝一（日本キリスト教協議会議長） 
杉谷義純（元天台宗宗務総長、世界宗教者平和
会議軍縮安全保障常設委員会委員長）　
髙見三明（カトリック長崎教区大司教）
山崎龍明（浄土真宗本願寺派僧侶）

　ともかく宗教界に広げる努力が今、始まった
のである。この努力は、グローバルな核兵器廃
絶に寄与するとともに、北東アジアに続く冷戦
を克服し、安倍政権の軍拡路線を抑制するもう
一つの力ともなるはずである。

注：キャンペーンは賛同人を求め、日本政府などへの
提出や社会的な発信に活用していくことが計画さ
れています。詳しくはキャンペーン事務局ピース
デポまでお問い合わせください。TEL：045-563-
5101　Email：office@peacedepot.org

図２　北東アジア非核兵器地帯に関する「３＋３」構想
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　今年、総務省が文科省と連携して出した主権
者教育用副読本の解説『私たちが拓く日本の未
来』（教師用指導資料）では、「生徒が教育活動
の本来の目的を逸脱し，教育活動の場を利用し
て選挙運動や政治活動を行うことがないように
教員の適切な指導のもと授業全体として政治的
中立性を確保することが必要である。」と述べ
ています。
　日本語の中立という語には、中庸というニュ
アンスがあって、両極の中間に過不足のない調
和的な正しい道があるという印象を与えます。
しかし、ここで言う中立はneutralの翻訳語で
す。中性とも訳されます。アルカリ性でも酸性
でもない状態やプラスでもマイナスでもない状
態、国際法上の概念で言えば、交戦中のＡ国・
Ｂ国の利権に一切与しない非交戦国Ｃ国の立場
がこれにあたります。
　さて、そんな意味での中立・中性の教育とい
うものはあるでしょうか？
　教師は、その昔「地球は静止していて、天が
動いている」と教え、ある時から「天は静止し
ていて、地球が動いている」と教え、やがて、

「地球も天（宇宙）も動いている」と教えはじ
めました。教育は常になんらかの立場をとる言
説で成り立っているのです。さらに、近代国家
による学校化教育では、国家の諸価値と教育に
おける価値が寄り添うことになりました。アイ
ヌ語や琉球語が日本の「国語」とならなかった
理由は、言語自体の優劣とは無関係です。敗戦
によって教科書を墨で塗りつぶした日本人の経
験が示すように、教育における価値の方向性は
権力の交替によって容易に入れ替わります。で
すから、選挙によって権力の交替を保証する民
主主義のシステムでは、教育が時の権力によっ
て左右されないように、「学問の自由を保障す
る」（日本国憲法23条）のです。
　最近の主権者教育の議論では、権力が守るべ

き教育への中立性や学門の自由が、学校におけ
る教員や生徒、学生の政治的中立性の問題に置
き変えられてしまっているような気がします。
この奇妙な逆転は、憲法を守るのは権力なのに、
いつのまにか憲法を守るのは国民であるという
話になるのとよく似ています。
　教室での政治的中立性を確立するためには、
国民の立場と政府の立場を峻別し、政権の見解
を相対化することが必要ですし、政府が教科用
図書検定調査審議会に干渉することも許されま
せん。また、教室で何らかの政治的課題ついて
沈黙するとすれば、沈黙もまた政治的な立場の
表明となり、中立性を担保することはできませ
ん。
　主権者教育は、政治参加意識を育み、権力交
替を含む政治的な判断のできる投票行動への参
加を促すためのものですから、学生や生徒が
日々の政治的な課題を自ら考え、それぞれの政
治的な立場を確立し、それを表明できるように
することが目標となります。
　教師は考えるべき政治的な課題と立場や意見
を整理し、生徒や学生とともに考え、もし、自
分の意見を求められたら、意見の押し付けとな
ることがないように最大限の努力を払いつつ、
論理的に立場の表明を行うべきでしょう。
　カトリックの教師、カトリック学校の教師の
場合、カトリックを冠すること自体が立場の表
明ですから、中立ということはあり得ません。
異なる立場や意見への配慮を十分に払い、遵法
性も担保しつつ、特定の政党や候補者への支持
ではなく、「人間のいのちと尊厳に関わる問題
に沈黙できない」という教会の立場から、福音
的な授業を組み立てていくことになります。
　日本の今日の状況下でこれは想像以上に大変
な仕事です。しかし、これこそが「文化の福音
化」という学校の使命であり、仏教用語で言う
なら教師の冥利であると思います。

教育における中立について
	芝山　豊（清泉女学院大学）
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　小さな泉の水が集まれば、大きな川が出来上
がる。逆にいえば、小さな泉たちが存在しなけ
れば、大きな川は出来上がらない。
　英語圏の古い格言に、「釘が一本ないばか
り（for want of a nail）」というのがある。バ
リエーションはあるが、短めなバージョンは次
の通り。「釘が一本ないばかり、蹄鉄一つが失
われ、蹄鉄一つがないばかり、馬が一頭失われ、
馬一頭がないばかり、一つの戦に敗北し、たっ
た一つの敗北が、王国一つを滅ぼした」。こと
ほどさように小さきものの力は偉大だ。小さき
ものが一つ欠ければ、大きなものは失われる。
　経済の世界においてこそ、この真理がとても
顕著にその姿を現す。あの3.11東日本大震災の
時、福島の片隅で小さな部品工場が操業停止に
追い込まれた。そのおかげで、世界中で自動車
生産が止まった。いくらネット通販が発達して
も、注文された商品をお客様に届ける一人の人
がいなければ、その商売は成り立たない。
　中央銀行が、いくら大規模な金融緩和を断行
してカネの大川を作りだしても、小さき人々が
その流れに乗ることを拒否すれば、それまでだ。
カネの流れは、経済の水脈に浸透していかない。
日本銀行は、今年の２月からマイナス金利政策
を導入している。民間金融機関が日銀に預けて
いる当座預金に関して、預金金利を払う代わり
に手数料を取る。一種の罰金だ。罰金を払いた
くなければ、カネを日銀に預けておくのを止め
て、貸し出しに回して下さい。日銀としては、
それを民間金融機関にお願いしたい。
　だが、そういわれても、今の世の中、民間金
融機関として安心してカネを貸せる先はあまり
ない。それでも、罰金分のコストはどこかで吸
収しなければならない。そこで、民間金融機関
はお客様に支払う預金金利を下げることにした。
　これにショックを受けた預金者たちは、何を

始めたか。彼らは争って金庫を買った。そして
預金を引き出して現金化し、その現金を金庫に
しまい込む。すでに超薄造りになった預金金利
に、さらにカンナがかけられて削り込まれた。
こんなことなら、現金で持っていても同じだ。
銀行に預けておけば、ひょっとして、自分たち
の預金にまで罰金がつくようになるかもしれな
い。そうなる前に、手元にカネを集約しておこ
う。小さき人々は、そう判断したのである。な
かなか賢き自己防衛だ。こうして、大きなカネ
の流れは、多くの小さな埋蔵施設に吸い取られ
てしまって、どんどん経済の地表から姿を消し
て行く。小よく大の目論見をつぶす。
　トリクルダウンなどという言葉が使われる。
大なる者たちに恩恵を施せば、そのおこぼれが
小なる者たちにも滴り落ちるのだという。何と
ご都合主義的で、なんと失礼な物の考え方であ
ることか。そもそも、理屈がおかしい。富める
者がより富むことで、貧しき者が救われるため
には、富める者の富が貧しき者にきちんと再分
配されなければならない。
　むしろ、怖いのは負のトリクルアップだろ
う。小さな泉が干上がれば、大きな川もやがて
は渇水状態に陥る。貧しき者たちの救済を怠っ
ていると、経済活動は次第に停滞に向かう。そ
の効果は、やがて富める者たちの財力をも蝕む。
１％の金持ちが富を独占し、残りの99％が貧困
にあえぐような状態に陥れば、そのような経済
はやがてミイラ化する。第一、その前に革命が
起こるだろう。小を侮れば、大は必ず滅亡する。
　大きくて強い者たちばかりでは、経済活動を
回せない。小さくて弱い者たちがそこにいてこ
そ、その役割を果たしていてこそ、その支えに
力を得て、大きなものたちも力を発揮出来るの
である。それが経済の力学というものだ。まさ
に、小さな泉と大きな川の関係がそこにある。

「経済活動の中にみる泉と川の関係」
	浜　矩子（同志社大学教授　経済学）

新 連 載 小さな泉が川となる
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　今月号から始まります。３人の執筆者に毎号交代で記事を執筆していただきます。連載名「小さな泉が川となる」は、
「小さな泉があって、それが川となり、光が現れ、太陽が昇ると、豊かな水となった。その川とは、王に迎えられて王妃となっ
たエステルのことである」（ギリシャ語エステル記F・３）からとりました。エステルはユダヤ民族の危機を救った勇気と知
性ある女性として知られます。３人の執筆者のことばがひとつの流れになって、社会を変える力になっていきますように。

浜矩子
（同志社大学教授　経済学）

朴庾美　パク・ユミ
（フリーランサー）

山秋真
（ノンフィクションライター）




